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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
会
派
は
、「
旧
態
依
然
と
し
た
議
会
の
重

い
扉
を
こ
じ
開
け
よ
う
！
」
を
合
言
葉
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
発
議
と
議
案
調
査
、
議
会
改
革
を
リ
ー

ド
し
、
一
般
質
問
も
全
員
皆
勤
中
。
道
路
安
全

や
台
風
対
策
、
子
育
て
支
援
や
教
育
と
社
会
保

障
の
充
実
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
、
絵

本
館
創
設
な
ど
、
政
策
提
言
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
市
議
会
の
枠
に
止
ま
ら
ず
、

脱
原
発
と
消
費
税
10
％
阻
止
、
国
民
主
権
と
憲

法
の
尊
重
、
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
被
害
者
救
済
な

ど
幅
広
い
分
野
で
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

数
の
力
に
屈
し
な
い
！
長
い
モ
ノ
に
も
巻
か

れ
な
い
！
何
事
に
も
無
色
透
明
で
臨
む
私
た
ち

は
、「
市
川
市
議
会
に
お
け
る
無
党
派
層
の
受
け

皿
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
議
会
は
い
ま
大
き

く
動
き
始
め
ま
し
た
。
新
し
い
力
が
議
会
を
変

え
る
！
本
年
も
我
が
会
派
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
！

越川　雅史　　増田　好秀

秋本のり子　　湯浅　止子

無党派層の受け皿を目指して

無所属の会・市民ネット

平成

27年会派の
抱
負

議員の寄附や年賀状は
公職選挙法で禁止されています

　議員は、お祭りへの寸志、スポーツ大会への差し入れ、近

所へのお祝いなどの寄附をすることや、年賀状等の時候のあ

いさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）を出すこと

が公職選挙法で禁止されています。

　また、議員に対する寄附の勧誘・要求も禁止されています。

　

「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

昨
年
も
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
が
世
間
を

騒
が
せ
、
地
方
議
会
も
政
務
活
動
費
の
不
正
使

用
問
題
、
視
察
カ
ラ
出
張
や
切
手
購
入
不
正
換

金
等
が
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
国
民
の
心

を
震
撼
さ
せ
た
。
そ
れ
は
「
ま
た
か
」「
ど
う
し

て
」
…
と
様
々
で
あ
る
。
政
務
活
動
費
問
題
は

我
々
地
方
議
会
に
と
り
大
変
身
近
で
大
き
な
問

題
で
あ
る
。
た
だ
渦
中
の
人
物
は
自
ら
議
員
辞

職
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を
み
る
と
、
決
し
て
許

せ
な
い
が
、
良
心
の
呵
責
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で

も
あ
る
。
我
々
議
員
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
大

切
な
税
金
の
使
い
方
を
任
さ
れ
て
い
て
一
円
な

り
と
も
無
駄
に
は
で
き
な
い
と
改
め
て
身
に
し

み
る
と
こ
ろ
で
す
。
孔
子
の
教
え
に
「
渇
し
て

も
盗
泉
の
水
を
飲
ま
ず
」
ど
ん
な
に
困
っ
て
も

不
正
は
行
わ
な
い
。
人
と
し
て
の
恥
を
心
の
礎

に
市
民
の
皆
さ
ん
の
限
り
な
い
幸
せ
を
願
い
つ

つ
日
頃
の
活
動
に
邁
進
す
る
こ
と
を
所
属
議
員

全
員
お
約
束
し
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

輝かしい新しい年の寿ぎを迎えて !!

かいづ　勉　　佐藤　幸則

中山　幸紀　　宮田かつみ

自 由 民 主 党

　

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら

し
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

安
倍
政
権
の
下
で
、
消
費
税
増
税
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
、原
発
再
稼
動
、沖
縄
で
の
米
軍
新
基
地

推
進
等
、国
民
と
の
矛
盾
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
税
増
税
と
物
価
高
は
、
給
与
や
年
金
が
下
が

っ
て
い
る
中
で
、
消
費
を
冷
え
込
ま
せ
、
地
域
経
済

に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、

市
川
市
は
今
年
４
月
か
ら
国
保
税
を
値
上
げ
し
、
公

共
施
設
使
用
料
を
段
階
的
に
値
上
げ
す
る
の
で
す
。

　

党
市
議
団
は
、
こ
の
市
川
市
で
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
、
老
後
ま
で
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
現
在

１
０
０
０
人
超
の
保
育
園
待
機
児
童
と
９
０
０
人
余

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
解
消
、
国
保
税

や
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
公
共
施
設
使
用
料
の

値
上
げ
中
止
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

ま
た
、
外
環
道
路
関
係
工
事
や
駅
前
再
開
発
等
、

莫
大
な
税
金
を
使
う
開
発
計
画
を
見
直
し
、
税
金
の

使
い
方
を
市
民
の
い
の
ち
・
く
ら
し
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
最
優
先
に
切
り
替
え
る
よ
う
正
し
て
い

き
ま
す
。

金子　貞作　　髙坂　　進　　清水みな子

桜井　雅人　　谷藤　利子

いのち・くらし、
　安全安心なまちづくりを最優先に

日 本 共 産 党

　

新
年
の
幕
開
け
を
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
た
ち
自
由
ク
ラ
ブ
は
、
市
民
の
「
生
命
と

財
産
を
守
る
！
」
を
合
言
葉
に
し
て
、
新
し
い

時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
行
政
の
ル
ー
ル
作
り
に
日

頃
よ
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
お
い
て
も
市
当
局
に
平
成
27
年

度
当
初
予
算
に
対
し
て
７
項
目
40
分
類
の
予

算
要
望
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
部
を
抜

粋
い
た
し
ま
す
と
①
「
東
京
外
郭
環
状
道
路
の

早
期
完
成
」
そ
れ
に
伴
う
下
水
道
整
備
、
治
水

排
水
対
策
、
無
電
柱
化
等
②
「
各
都
市
計
画
道

路
の
早
期
着
工
な
ら
び
に
完
成
」
③
「
保
育
園
・

学
童
保
育
事
業
の
更
な
る
充
実
」
④
「
障
害
者

支
援
施
設
の
充
実
」
⑤
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
更
な
る
充
実
」
を
含
め
多

岐
に
亘
り
ま
す
。

　

不
便
で
不
満
の
あ
る
市
役
所
で
は
無
く
、
明

る
く
、
便
利
で
行
き
た
く
な
る
市
役
所
を
目
指

し
て
、
本
年
も
一
年
間
努
め
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

井上　義勝　　青山　博一

小泉　文人　　加藤　武央

新しい行政のカタチを目指して！

自 由 ク ラ ブ

市議会では会派制をとり、議会活動を行って

います。ここでは、新年を迎えての各会派の

抱負を掲載しました。なお、掲載位置は抽

選により決定しました。また、文字数は所属

議員数によって異なります。


